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第一　山岳遭難の発生状況

概況　～県内～

平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 前年比

66 51 69 61 57 57 51 74 66 65 72 +7

89 86 87 80 73 76 61 96 79 80 86 +6

8 5 7 10 3 3 7 6 7 6 13 +7

8 3 6 8 3 3 7 5 5 6 12 +6

2 1 2 1 2 1 +1

27 21 31 21 28 19 23 31 36 30 28 -2

54 60 49 49 42 54 31 59 36 44 45 +1

※　令和元年は、統計が残る昭和50年以降、最多の発生となっている。

○　令和４年中の山岳遭難における主な特徴

・ 県外居住者 ～ ５８．１％（５０人）

・ 道迷い ～ ４１．９％（３６人）

・ 登山届の未提出 ～ ８１．４％（７０人）

○　死亡事案一覧

発生月 性別

1 ３月 男

2 ３月 男

3 ５月 男

4 ６月 女

5 ８月 男

6 ９月 男 登山池
い け

木
ご

屋
や

山
や ま

松 阪 署 ７０代 滑落 三重県

登山

大 杉 谷
お お す ぎ だ に

大 台 署 ７０代 滑落 京都府 登山

ハ ラ イ ド 四日市西署 ５０代 滑落 三重県

ハイキング

鎌
か　ま　　　　　が

ヶ 岳
だ け

四日市西署 ７０代 滑落 福岡県 登山

東 海
とうかい

自 然
し ぜ ん

歩 道
ほ ど う

い な べ 署 ４０代 不明 東京都

態様 住所 行為

釈 迦
　し　ゃ　か　　　　が

ヶ 岳
だ　け

四日市西署 ３０代 転落 大阪府 登山

山岳別 管轄警察署 年代

負 傷 者

無 事 救 出 者

発 生 件 数 （ 件 ）

遭 難 者 数 （ 人 ）

死者・行方不明
者

死 者

行方不明者
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7 ９月 男

8 ９月 男

9 10月 男

10 11月 女

11 11月 男

12 11月 女鎌
か　ま　　　　　が

ヶ 岳
だ け

四日市西署 ７０代 滑落 愛知県 登山

茸狩り

尾 高
お　　　だ　　　か

山
や ま

四日市西署 ６０代 滑落 三重県 登山

鎌
か　ま　　　　　が

ヶ 岳
だ け

四日市西署 ７０代 滑落 愛知県 登山

釈 迦
　し　ゃ　か　　　　が

ヶ 岳
だ　け

四日市西署 ５０代 滑落 三重県 登山

池
い け

木
ご

屋
や

山
や ま

松 阪 署 ３０代 滑落 三重県 登山

龍 門
りゅう　　　　もん

山
ざ ん

熊 野 署 ８０代 滑落 三重県
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発生状況詳細①

・ 鈴鹿山脈 ～ ５７人（６６．３％）

うち御在所岳 ～ ２３人（全体の２６．７％）

・ 中部の山 ～ 　８人（９．３％）

・ 台高山脈 ～ 　６人（７．０％） 等

鈴鹿山脈 57

中部の山 8

台高山脈 6

南部の山 5

その他の山 10

山 域 別

うち 御在所岳 23

鈴鹿山脈

５７人

中部の山

８人

台高山脈

６人

鈴鹿山脈
藤原岳

８人

鎌ヶ岳

７人

御在所岳

２３人

その他

１９人

（人）
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発生状況詳細②

・ 三重県 ～ ３６人（４１．９％）

・ 愛知県 ～ ２２人（２５．６％）

・ 大阪府 ～ １４人（１６．３％） 等

発生状況詳細③

・ 道迷い ～ ３６人（４１．９％）

・ 滑落 ～ ２２人（２５．６％）

・ 疲労 ～ 　９人（１０．５％） 等

三重県 36

愛知県 22

大阪府 14

京都府 3

岐阜県 2

滋賀県 2

奈良県 2

東京都 1 長野県 1

兵庫県 1 岡山県 1

福岡県 1

住 居 地 別

道迷い 36

滑落 22

疲労 9

転倒 6

病気 4

転落 4

その他 3

不明 2

態 様 別

（人）

（人）
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発生状況詳細④

・ 下山中 ～ ４９人（５７．０％）

・ 登山中 ～ ２３人（２６．７％）

・ その他（茸狩り等） ～ １４人（１６．３％） 等

発生状況詳細⑤

・ ２０歳代 ～ １７人（　１９．８％）

・ ３０歳代・５０歳代・７０歳代 ～ 各 １６人（各１８．６％）

・ ６０歳代 ～ １０人（　１１．６％）

下り 49

登り 23

その他 14

登り・下り別

20歳代 17

30歳代 16

40歳代 8

50歳代 16

60歳代 10

70歳代 16

80歳代 3
年 齢 層 別

（人）

（人）
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発生状況詳細⑥

・ 単独登山 ～ ３８人（４４．２％）

複数人登山による死亡率

単独登山による死亡率

６．３％

２６．３％

単独 38

複数 48

単独・複数別

死亡 3

負傷 20

無事救出 25

死亡率（複数人登山）

死亡 9

負傷 8

無事救出 20

行方不明 1

死亡率（単独登山）

（人）

（人）

（人）
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発生状況詳細⑦

・ 提出 ～ １６人（１８．６％）

・ 未提出 ～ ７０人（８１．４％）

三重県内で登山を楽しまれる方は、以下の方法で登山届を提出してください。

登る山を管轄する警察署に

郵送又はＦＡＸ

※様式：三重県警察ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに掲載 コンパスへ提出 三重県警察へ提出

紙による提出 電子による提出

　※　登山計画書・登山届は、家族や職場の同僚等と共有しておくことにより、
　　万一の場合の素早い捜索救助の手掛かりとなるほか、計画に不備がないか
　　事前に確認するものです。
　　　また、作成した登山計画書・登山届は、共に登山する仲間、家族や職場
　　の同僚等と共有するほか、登山口の登山届ポスト、山を管轄する警察署等
　　に提出してください。

提出 16

未提出 70

登山届提出率（遭難者に占める）

（人）
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発生状況詳細⑧

・ ３月 ～ 　１２人　（１４．０％）

・ １１月 ～ 　１１人　（１２．８％）

・ ６月・７月 ～ 各１０人（各１１．６％） 等

発生状況詳細⑨

・ 昼過ぎ ～ ４１人（４７．７％）

夕方以降は日没により救助活動が制限されます。時間に余裕のある登山計画を立ててくださ
い。

1月 7

2月 3

3月 12

4月 4

5月 6

6月 10
7月 10

8月 7

9月 7

10月 6

11月 11

12月 3発生月別

朝(6時～9時) 2

昼前(9時～12時) 13

昼過ぎ(12時～15時) 41

夕方(15時～18時) 16

夜のはじめ頃(18時～21時) 6

夜遅く(21時～24時) 1

不明 7
発生時間帯別

（人）

（人）
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第二　山岳遭難防止対策

広報啓発・安全指導活動（主なもの）

救助訓練・研修（主なもの）

： 30 回 （ ： 10 回）

　問い合わせ先

　三重県警察本部　地域部地域課

　電話番号　０５９－２２２－０１１０(代表)

６月 関係警察署
国立登山研修所主催「安全登山サテライトセミナー」に参
加

各警察署における救助訓練 うち関係機関との合同訓練

各山岳警備隊
山岳連盟
消防

関係機関との合同訓練
・　地図の判読
・　滑落した遭難者の引き上げ
・　負傷者の搬送

８月

四日市西署
山岳連盟

基礎訓練
・　地図の判読、装備の取扱い
・　斜面の降下、登はん

本部山岳担当 国立登山研修所主催「上級登山指導者リスクマネジメント」に参加

10月

　各山岳警備隊
防災航空隊
滋賀県警
山岳連盟

関係機関との合同訓練
・　判明座標からの遭難者の捜索
・　斜面の降下、登はん
・　負傷者の搬送

11月

７月
大台署
山岳連盟

基礎訓練
・　地図の判読、装備の取扱い
・　斜面の降下、登はん

　ラジオ、新聞、ホームページ、ツイッター、自治体広報
誌やタウン誌等を活用し、遭難防止を呼び掛けた。

現地等における安全指導
　自治体、山岳連盟等と合同で、登山口や道の駅等におい
て遭難防止を呼び掛けた。

自治体等との情報共有
　県・市町、山岳連盟等と危険箇所、登山者に関する情報
等を共有した。

項目 概要

各種媒体を活用した広報啓発

緊急山岳遭難会議の参画
　山岳死亡事故の連続発生を受け、管轄自治体に対し、山
岳遭難防止対策の緊急会議開催を提言・参加した。

実施月 参加機関（者） 内容

４月・５月 関係警察署

新隊員訓練
・　地図の判読、装備の取扱い
・　登山道の歩行
・　傾斜の降下、登はん
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